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　まだまだ冬コートが手放せない日が続きますが、ふとした瞬間に「春はすぐそこだな」と感じること
が増えてきましたね。
　本号の「うきうきWALK」では広島市を取り上げています。広島市中心部はここ数年で続々と新名所
が誕生しています。令和5年3月には「HIROSHIMA GATE PARK」、令和6年2月には「EDION PEACE 
WING HIROSHIMA」、そして今年3月には、広島駅の新ビル「minamoa（ミナモア）」がオープンします。
　この「ミナモア」は、「水の都ひろしま」の川の水面のゆらめきや瀬戸内の海の水面のきらめきを表
す「ミナモ（水面）」と、みんなという意味の「ミナ」に、もっとという意味の「モア」を組み合わせて
名づけられたそうです。とても素敵な名称ですね。
　春の訪れを感じると、なんだか新しいことに挑戦したくなる気持ちが湧いてきます。私もずっと気に
なっていたピラティスに挑戦してみようと思っています。体を動かしてリフレッシュしながら、心も体も
すっきり整えられたらいいなと、ワクワクしています。（ぬ）

髙橋真理子 さん

齊藤稔哲 さん

熊谷元 さん

中川敬汰 さん

一般社団法人UMEプロジェクト 代表理事

気仙沼市立病院附属本吉医院 院長

広島大学病院睡眠医療センター 副センター長

広島都市学園大学 健康科学部 リハビリテーション学科 助教
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2025.SPRING No.827 バックナンバーも

ご覧になれます
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市内中心部を6本の川が流れ、川辺
は市民の憩いの場になっています。
桜の木々も多く、春になるとピンク
色の回廊が出現。ピクニックにも最
適のスポットです。
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憩いの空間が点在する
「広島の新名所発見コース」

今月の表紙  

編集後記

ご協力ありがとうございました。

北広島町雄鹿原診療所 所長
広島大学病院総合診療医センター センター長 東條環樹 さん
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代表理事の髙橋真理子さん（前列左）、夫の一朗さん（後列左）とメンバーの皆さん

地
域
全
体
で
つ
く
る
、

子
ど
も
と

多
世
代
の
居
場
所

「一般社団法人UMEプロジェクト」は、尾
道市浦崎町で地域の社会課題の解決に
取り組む団体です。住民主体のもと、子ど
もの学習支援をはじめ、高齢者支援や子
ども食堂の運営など、多岐にわたる活動
を展開しています。その取り組みや思い
について、代表理事の髙橋真理子さんに
話を伺いました。
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　「
た
だ
い
ま
ー
！
」
平
日
の
午
後
、

学
校
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
が
次
々

と
帰
り
、
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま

す
。「
お
か
え
り
な
さ
い
」
と
温
か
く

出
迎
え
る
の
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
地
域
の
人
た
ち
で
す
。

　
尾
道
市
浦
崎
町
に
あ
る
一
軒
家

「
U
M
E
（
ゆ
め
）
h
o
u
s
e
う
ら

し
ま
」
は
、一
般
社
団
法
人
U
M
E
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
拠
点
で
あ
り
、
誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
多
世
代
交
流
の

場
で
す
。

　
こ
の
「
U
M
E
」
と
い
う
名
称
は
、

U
r
a
s
h
i
m
a
（
う
ら
し
ま
）※
、

M
i
r
a
i
（
み
ら
い
）、E
‐
j
y
a
n

（
え
え
じ
ゃ
ん
）
の
頭
文
字
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
。
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
な

が
ら
、
地
域
の
活
性
化
や
社
会
課
題
の

解
決
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
代
表
理
事
の
髙
橋
真
理
子
さ
ん
は
、

尾
道
市
向
島
町
の
出
身
。
東
京
で
学

童
保
育
指
導
員
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
で
い
ま
し
た
が
、
2
0
1
9
年
、
母

親
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
U
タ
ー
ン
し

ま
し
た
。
母
の
看
護
を
し
な
が
ら
育
児

相
談
に
応
じ
た
り
、
備
後
圏
域
の
子
育

て
環
境
を
調
査
し
た
り
す
る
な
か
で
、

「
備
後
圏
域
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

が
少
な
い
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
地

域
の
力
が
も
っ
と
あ
る
と
い
い
」
な
ど

感
じ
た
そ
う
で
す
。

　「
知
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
も
う

知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い
」。 

そ
の
思

い
か
ら
、
髙
橋
さ
ん
は
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
U
M
E 

h
o
u
s
e
う
ら
し
ま
」
は
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
た
夫
（
一
朗
さ
ん
）
の

実
家
を
改
修
し
、
拠
点
と
し
て
開
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
尾
道
市
浦
崎
町
は
、
広
島
県
東
部

の
沼
隈
半
島
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
地
域
で
す
。
陸
地
部
分
は

福
山
市
に
隣
接
し
、
尾
道
市
の
〝
飛

び
地
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
約

2
，8
0
0
人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
約
45
%
を
占
め
て
い

ま
す
。「
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
空

き
家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
人
口

減
少
な
ど
、
日
本
が
直
面
す
る
社
会

課
題
が
特
に
顕
著
な
地
域
で
す
」
と
、

髙
橋
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
支
援
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
髙
橋
さ
ん
は
、メ
ン
バ
ー

の
上
野
栄
子
さ
ん
、
神
原
昌
子
さ
ん
、

岡
田
美
智
子
さ
ん
と
と
も
に
「
高
齢

社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
を
発

足
。
2
0
2
3
年
か
ら
は
、
高
齢
者

世
帯
を
対
象
と
し
た
日
常
生
活
支
援

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
公
共
交
通
機
関
が
不
足
し
、
買
い

物
や
通
院
が
困
難
」
と
い
う
声
を
受

け
、
移
動
支
援
を
ス
タ
ー
ト
。
利
用
者

か
ら
は
「
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
地
域
の
人
が
運
転
し
て

く
れ
る
の
で
安
心
」
と
い
っ
た
好
評
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
を
兼
ね
た
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
も
実
施
。フ
ー
ド
バ
ン
ク
や

尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
提
供

さ
れ
た
未
使
用
食
品
を
民
生
委
員
と

協
力
し
な
が
ら
仕
分
け
し
、一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
、
町
内
で
必
要
と

す
る
人
た
ち
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
月
に
一
度
開
催
さ
れ
る

「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
年
齢
や
立
場
を

問
わ
ず
誰
で
も
利
用
で
き
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
担
当
の
岡
田
さ
ん
は
「
単

な
る
食
事
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

代
を
超
え
た
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

特集 広島わがまち発信隊

高
齢
者
の
困
り
ご
と
に
も

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
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※
う
ら
し
ま
地
域
…
尾
道
市
浦
崎
町
・
百
島

　
町
、
福
山
市
の
沼
隈
町
や
松
永
湾
沿
岸
辺
り

　
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の

根
幹
に
は
、「
住
民
主
体
の
共
助
の
仕

組
み
」
が
あ
り
ま
す
。メ
ン
バ
ー
に
は
、

民
生
委
員
や
町
内
の
地
区
社
協
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
元
行
政
職
員
、
小
学

校
教
員
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が

集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や
経

験
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
地
域
の
「
人
財
」
で
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
受
け
る
側
だ
け
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
人
た

ち
に
と
っ
て
も
学
び
や
助
け
と
な
る
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
支
援
を
手

伝
う
尾
道
市
立
大
学
の
学
生
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
入
学
時
か
ら
制

限
の
あ
る
学
生
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

本
当
に
心
強
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
―
― 
こ
う
し
た
意

識
が
芽
生
え
る
こ
と
で
、
地
域
全
体

が
一
体
と
な
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
た

ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地
域
に
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
支
え
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
真
摯
に
取
り

組
み
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
髙
橋
さ
ん
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
次
々
と
展
開
す
る
U
M
E
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
歩
み
は
、
こ
れ
か
ら

も
未
来
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

日々の会話の中からいろいろなアイデアが生まれてきます

「UME house うらしま」で勉強や遊びなど、思い思いに過ごす子どもたち

夏休みには民泊体験も

季節のイベント
も

盛りだくさん！
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す
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市
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京
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学

童
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育
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導
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し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積

ん
で
い
ま
し
た
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2
0
1
9
年
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母

親
の
病
気
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き
っ
か
け
に
U
タ
ー
ン
し

ま
し
た
。
母
の
看
護
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が
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育
児

相
談
に
応
じ
た
り
、
備
後
圏
域
の
子
育

て
環
境
を
調
査
し
た
り
す
る
な
か
で
、

「
備
後
圏
域
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

が
少
な
い
、
子
育
て
世
帯
を
支
え
る
地

域
の
力
が
も
っ
と
あ
る
と
い
い
」
な
ど

感
じ
た
そ
う
で
す
。

　「
知
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
も
う

知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い
」。 

そ
の
思

い
か
ら
、
髙
橋
さ
ん
は
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
U
M
E 

h
o
u
s
e
う
ら
し
ま
」
は
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
た
夫
（
一
朗
さ
ん
）
の

実
家
を
改
修
し
、
拠
点
と
し
て
開
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
尾
道
市
浦
崎
町
は
、
広
島
県
東
部

の
沼
隈
半
島
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海

に
面
し
た
地
域
で
す
。
陸
地
部
分
は

福
山
市
に
隣
接
し
、
尾
道
市
の
〝
飛

び
地
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は
約

2
，8
0
0
人
、
そ
の
う
ち
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
約
45
%
を
占
め
て
い

ま
す
。「
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
空

き
家
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
人
口

減
少
な
ど
、
日
本
が
直
面
す
る
社
会

課
題
が
特
に
顕
著
な
地
域
で
す
」
と
、

髙
橋
さ
ん
は
指
摘
し
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
支
援
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
髙
橋
さ
ん
は
、メ
ン
バ
ー

の
上
野
栄
子
さ
ん
、
神
原
昌
子
さ
ん
、

岡
田
美
智
子
さ
ん
と
と
も
に
「
高
齢

社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
を
発

足
。
2
0
2
3
年
か
ら
は
、
高
齢
者

世
帯
を
対
象
と
し
た
日
常
生
活
支
援

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　「
公
共
交
通
機
関
が
不
足
し
、
買
い

物
や
通
院
が
困
難
」
と
い
う
声
を
受

け
、
移
動
支
援
を
ス
タ
ー
ト
。
利
用
者

か
ら
は
「
気
軽
に
外
出
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
地
域
の
人
が
運
転
し
て

く
れ
る
の
で
安
心
」
と
い
っ
た
好
評
の

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食

品
ロ
ス
削
減
の
啓
発
を
兼
ね
た
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
も
実
施
。フ
ー
ド
バ
ン
ク
や

尾
道
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
提
供

さ
れ
た
未
使
用
食
品
を
民
生
委
員
と

協
力
し
な
が
ら
仕
分
け
し
、一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
な
ど
、
町
内
で
必
要
と

す
る
人
た
ち
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
月
に
一
度
開
催
さ
れ
る

「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
年
齢
や
立
場
を

問
わ
ず
誰
で
も
利
用
で
き
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
担
当
の
岡
田
さ
ん
は
「
単

な
る
食
事
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世

代
を
超
え
た
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
る

特集 広島わがまち発信隊

高
齢
者
の
困
り
ご
と
に
も

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
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※
う
ら
し
ま
地
域
…
尾
道
市
浦
崎
町
・
百
島

　
町
、
福
山
市
の
沼
隈
町
や
松
永
湾
沿
岸
辺
り

　
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
の

根
幹
に
は
、「
住
民
主
体
の
共
助
の
仕

組
み
」
が
あ
り
ま
す
。メ
ン
バ
ー
に
は
、

民
生
委
員
や
町
内
の
地
区
社
協
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
元
行
政
職
員
、
小
学

校
教
員
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
、
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
人
々
が

集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
や
経

験
を
生
か
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
、
地
域
の
「
人
財
」
で
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
受
け
る
側
だ
け
で
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ
る
人
た

ち
に
と
っ
て
も
学
び
や
助
け
と
な
る
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
学
習
支
援
を
手

伝
う
尾
道
市
立
大
学
の
学
生
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
入
学
時
か
ら
制

限
の
あ
る
学
生
生
活
を
送
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
U
M
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、

本
当
に
心
強
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。

　「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
」
―
― 

こ
う
し
た
意

識
が
芽
生
え
る
こ
と
で
、
地
域
全
体

が
一
体
と
な
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
た

ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、
地
域
に
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
支
え
合
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
真
摯
に
取
り

組
み
、
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
仲
間
と
と
も
に
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
髙
橋
さ
ん
。

　
地
域
に
根
ざ
し
た
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
次
々
と
展
開
す
る
U
M
E
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
そ
の
歩
み
は
、
こ
れ
か
ら

も
未
来
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

日々の会話の中からいろいろなアイデアが生まれてきます

「UME house うらしま」で勉強や遊びなど、思い思いに過ごす子どもたち

夏休みには民泊体験も

季節のイベント
も

盛りだくさん！
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　開
会
に
あ
た
り
、入
山
欣
郎
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、「
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、新
た
に
電
子
カ
ル
テ
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
や
、予
防
接
種
事
務
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

関
係
す
る
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
修
等
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。ま
た
、「
審
査

支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」に

基
づ
く
、支
払
基
金
と
の
審
査
基
準
の

統
一
や
、シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
・
共
同

利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、中

央
会
及
び
全
国
の
国
保
連
合
会
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。」と
述
べ

ま
し
た
。

　続
い
て
、寺
尾
光
司
府
中
町
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、議
事
録
署
名
者
に
奥

田
正
和
世
羅
町
長
と
原
正
広
島
県
建
設

国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長
が
指
名
さ

れ
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　議
事
に
お
い
て
は
、は
じ
め
に
令
和
6

年
度
補
正
予
算
に
係
る
5
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
後
、令
和
7
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
等
に
係
る
9
議
案
が
審

議
さ
れ
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　最
後
に
、
吉
田
隆
行
副
理
事
長
が

「
国
に
お
け
る
医
療
・
介
護
D
X
の
推

進
に
よ
り
、全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

令
和
7
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
を
可
決

令
和
7
年
通
常
総
会

開会あいさつをする入山理事長

会員総数27名中23名が出席（委任を含む）のもと、令和7年通常総会を開催しました

議長を務める寺尾府中町長

閉会あいさつをする吉田副理事長

令
和
7
年
2
月
26
日（
水
）国
保
会
館

総
合
診
療
の
役
割
と
災
害
医
療
の
在
り
方

令
和
6
年
度
介
護
保
険
制
度
及
び
看
護
・
介
護
・
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
合
同
研
修
会

令
和
7
年
1
月
18
日（
土
）【
ウ
ェ
ブ
開
催
】

講演2
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
、

こ
れ
か
ら
の
災
害
医
療・

被
災
地
医
療
の
在
り
方

気
仙
沼
市
立
病
院
附
属
本
吉
医
院 

院
長

齊
藤 

稔
哲 

氏

　ま
ず
齊
藤
院
長
は「
災
害
医
療
・
被
災
地

医
療
で
は
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
地
域
医

療
の
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。被
災
地
へ
の

支
援
活
動
の
際
に
は
、現
地
の
医
療
資
源
を

考
慮
し
、受
援
者
の
負
担
を
で
き
る
か
ぎ
り

軽
減
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
」と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。そ
し
て
、「
現
地
で
は
課
題
を
見
つ

け
出
し
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
上
で
、「
し
か
し
、柔
軟

に
対
応
し
す
ぎ
る
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。指
揮
命
令
系

統
を
守
り
、チ
ー
ム
で
活
動
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

講演1
広
島
県
の
地
域
医
療
に
は
た
す

総
合
診
療
の
役
割

〜
広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

北
広
島
町
雄
鹿
原
診
療
所 

所
長

広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

東
條 

環
樹 

氏

　は
じ
め
に
東
條
セ
ン
タ
ー
長
は「
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
に
よ
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
提

供
」に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。診
療
所
に

赴
任
し
た
当
時
を
振
り
返
り
、「
医
師
と
し

て
の
役
割
を
は
た
し
な
が
ら
、地
域
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
語
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
、特
定
健
診
の
受

診
勧
奨
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。20
年
以
上
に

わ
た
り
、外
来
患
者
に
健
診
の
重
要
性
を
伝

え
続
け
た
結
果
、芸
北
地
域
内
の
受
診
率
が

広
島
県
平
均
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
を
紹

介
。「
住
民
に『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
』

と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、地
域
の
健
康
増
進

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、「
在
宅
療
養
の
サ
ポ
ー
ト
」に
つ

い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。「
最
期
ま
で
家
で

過
ご
し
た
い
と
願
う
方
の
尊
厳
を
い
か
に

地域医療の現状と
総合診療の役割について
講演された
東條センター長

守
る
か
。本
気
で
考
え
る
べ
き
時
代
が
来
て

い
ま
す
」と
前
置
き
し
、芸
北
地
域
で
の
取

り
組
み
を
示
さ
れ
ま
し
た
。「
在
宅（
施
設
）

療
養
で
は
、本
人
や
家
族
、医
師
、看
護
師
、

専
門
職
と
い
っ
た
関
係
者
間
で
の
情
報
共

有
と
意
思
統
一
が
重
要
で
す
。私
た
ち
は
そ

の
た
め
に
、介
護
保
険
の
更
新
月
ご
と
に

在
宅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
会
議
）を
必
ず
実

施
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
8
番
目
に
認
定
さ
れ
た

広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医
セ
ン
タ
ー

で
の
活
動
に
つ
い
て
、地
域
住
民
へ
安
心
・

安
全
・
最
適
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
等

を
目
的
と
し
て
、島
根
大
学
総
合
診
療
医

セ
ン
タ
ー
や
広
島
県
と
連
携
し
、質
の
高

い
総
合
医
を
育
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
、若
手
医
師
の
育
成
、学
生
・
社
会
へ

の
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て「
ス
フ
ィ
ア
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

基
に
、支
援
者
の
基
本
的
な
心
構
え
を
提

示
。「
対
象
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

事
前
に
把
握
す
る
」「
支
援
者
の
思
い
を
優

先
す
る
の
で
は
な
く
、受
援
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
る
」「
救
護
所
の
外
に
出
向
い
て
支

援
を
行
う
」な
ど
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、個
別

支
援
が
必
要
な
要
配
慮
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
言
及
し
、「
要
配
慮
者
は
自
ら
声
を
上

げ
ら
れ
ず
、被
災
者
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。支
援
の
網
の
目
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
な
い
よ
う
、対
応
で
き
る
視
点

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、気
仙
沼
市
立
病
院
附
属
本
吉

医
院
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
住
民
が
求
め

る
医
療
の
構
築
」「
外
来
・
訪
問
・
病
棟
を
組

み
合
わ
せ
た
医
療
の
提
供
」「
地
域
の
総
合

力
を
生
か
し
た
医
療
」「
次
世
代
の
医
療
を

担
う
人
材
の
育
成
」「
人
口
減
少
に
適
応
す

る
た
め
の
医
療
再
編
」に
つ
い
て
説
明
し
、

講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

災害医療・被災地医療に
ついて講演された
齊藤院長

　そ
し
て「
少
子
高
齢
化
や
医
療
の
地
域

格
差
な
ど
を
背
景
に
、幅
広
い
診
療
能
力

を
持
つ
総
合
診
療
医
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。診
療
範
囲
の
広
さ

と
バ
ラ
ン
ス
を
備
え
た
総
合
診
療
医
を
育

成
し
、医
療
を
通
じ
て
地
域
を
支
え
て
い

き
た
い
」と
結
ば
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、今
後
、様
々
な

環
境
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、本
日
御

決
定
い
た
だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
、各
種
事
業
や
シ
ス
テ
ム
更
改
を
着

実
に
実
施
し
、保
険
者
の
共
同
体
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
連
合
会
を
目
指
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、通
常
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　な
お
、議
決
事
項
は
、次
の
と
お
り

で
す
。
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　開
会
に
あ
た
り
、入
山
欣
郎
理
事
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、「
新
年
度
に
お
き

ま
し
て
は
、新
た
に
電
子
カ
ル
テ
情
報

共
有
サ
ー
ビ
ス
や
、予
防
接
種
事
務
全

体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

関
係
す
る
シ
ス
テ
ム
の
機
能
改
修
等
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。ま
た
、「
審
査

支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
」に

基
づ
く
、支
払
基
金
と
の
審
査
基
準
の

統
一
や
、シ
ス
テ
ム
の
共
同
開
発
・
共
同

利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、中

央
会
及
び
全
国
の
国
保
連
合
会
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。」と
述
べ

ま
し
た
。

　続
い
て
、寺
尾
光
司
府
中
町
長
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、議
事
録
署
名
者
に
奥

田
正
和
世
羅
町
長
と
原
正
広
島
県
建
設

国
民
健
康
保
険
組
合
理
事
長
が
指
名
さ

れ
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　議
事
に
お
い
て
は
、は
じ
め
に
令
和
6

年
度
補
正
予
算
に
係
る
5
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
た
後
、令
和
7
年
度
事
業

計
画
及
び
予
算
等
に
係
る
9
議
案
が
審

議
さ
れ
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　最
後
に
、
吉
田
隆
行
副
理
事
長
が

「
国
に
お
け
る
医
療
・
介
護
D
X
の
推

進
に
よ
り
、全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

令
和
7
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
等
を
可
決

令
和
7
年
通
常
総
会

開会あいさつをする入山理事長

会員総数27名中23名が出席（委任を含む）のもと、令和7年通常総会を開催しました

議長を務める寺尾府中町長

閉会あいさつをする吉田副理事長

令
和
7
年
2
月
26
日（
水
）国
保
会
館

総
合
診
療
の
役
割
と
災
害
医
療
の
在
り
方

令
和
6
年
度
介
護
保
険
制
度
及
び
看
護
・
介
護
・
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
合
同
研
修
会

令
和
7
年
1
月
18
日（
土
）【
ウ
ェ
ブ
開
催
】

講演2
東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ
、

こ
れ
か
ら
の
災
害
医
療・

被
災
地
医
療
の
在
り
方

気
仙
沼
市
立
病
院
附
属
本
吉
医
院 

院
長

齊
藤 

稔
哲 

氏

　ま
ず
齊
藤
院
長
は「
災
害
医
療
・
被
災
地

医
療
で
は
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
地
域
医

療
の
力
が
重
要
に
な
り
ま
す
。被
災
地
へ
の

支
援
活
動
の
際
に
は
、現
地
の
医
療
資
源
を

考
慮
し
、受
援
者
の
負
担
を
で
き
る
か
ぎ
り

軽
減
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
」と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。そ
し
て
、「
現
地
で
は
課
題
を
見
つ

け
出
し
、柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
上
で
、「
し
か
し
、柔
軟

に
対
応
し
す
ぎ
る
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
乱
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。指
揮
命
令
系

統
を
守
り
、チ
ー
ム
で
活
動
す
る
こ
と
を
大

切
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

講演1
広
島
県
の
地
域
医
療
に
は
た
す

総
合
診
療
の
役
割

〜
広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医

セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
〜

北
広
島
町
雄
鹿
原
診
療
所 

所
長

広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

東
條 

環
樹 

氏

　は
じ
め
に
東
條
セ
ン
タ
ー
長
は「
プ
ラ
イ

マ
リ
・
ケ
ア
に
よ
る
健
康
の
保
持
・
増
進
の
提

供
」に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。診
療
所
に

赴
任
し
た
当
時
を
振
り
返
り
、「
医
師
と
し

て
の
役
割
を
は
た
し
な
が
ら
、地
域
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
語
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
、特
定
健
診
の
受

診
勧
奨
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。20
年
以
上
に

わ
た
り
、外
来
患
者
に
健
診
の
重
要
性
を
伝

え
続
け
た
結
果
、芸
北
地
域
内
の
受
診
率
が

広
島
県
平
均
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
を
紹

介
。「
住
民
に『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
』

と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、地
域
の
健
康
増
進

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、「
在
宅
療
養
の
サ
ポ
ー
ト
」に
つ

い
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。「
最
期
ま
で
家
で

過
ご
し
た
い
と
願
う
方
の
尊
厳
を
い
か
に

地域医療の現状と
総合診療の役割について
講演された
東條センター長

守
る
か
。本
気
で
考
え
る
べ
き
時
代
が
来
て

い
ま
す
」と
前
置
き
し
、芸
北
地
域
で
の
取

り
組
み
を
示
さ
れ
ま
し
た
。「
在
宅（
施
設
）

療
養
で
は
、本
人
や
家
族
、医
師
、看
護
師
、

専
門
職
と
い
っ
た
関
係
者
間
で
の
情
報
共

有
と
意
思
統
一
が
重
要
で
す
。私
た
ち
は
そ

の
た
め
に
、介
護
保
険
の
更
新
月
ご
と
に

在
宅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス（
会
議
）を
必
ず
実

施
し
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、全
国
で
8
番
目
に
認
定
さ
れ
た

広
島
大
学
病
院
総
合
診
療
医
セ
ン
タ
ー

で
の
活
動
に
つ
い
て
、地
域
住
民
へ
安
心
・

安
全
・
最
適
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築
等

を
目
的
と
し
て
、島
根
大
学
総
合
診
療
医

セ
ン
タ
ー
や
広
島
県
と
連
携
し
、質
の
高

い
総
合
医
を
育
成
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
、若
手
医
師
の
育
成
、学
生
・
社
会
へ

の
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
し
て「
ス
フ
ィ
ア
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」を

基
に
、支
援
者
の
基
本
的
な
心
構
え
を
提

示
。「
対
象
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

事
前
に
把
握
す
る
」「
支
援
者
の
思
い
を
優

先
す
る
の
で
は
な
く
、受
援
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
る
」「
救
護
所
の
外
に
出
向
い
て
支

援
を
行
う
」な
ど
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
ら
に
、高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
、個
別

支
援
が
必
要
な
要
配
慮
者
へ
の
支
援
に
つ

い
て
言
及
し
、「
要
配
慮
者
は
自
ら
声
を
上

げ
ら
れ
ず
、被
災
者
の
中
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。支
援
の
網
の
目
か
ら

こ
ぼ
れ
落
ち
な
い
よ
う
、対
応
で
き
る
視
点

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、気
仙
沼
市
立
病
院
附
属
本
吉

医
院
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
住
民
が
求
め

る
医
療
の
構
築
」「
外
来
・
訪
問
・
病
棟
を
組

み
合
わ
せ
た
医
療
の
提
供
」「
地
域
の
総
合

力
を
生
か
し
た
医
療
」「
次
世
代
の
医
療
を

担
う
人
材
の
育
成
」「
人
口
減
少
に
適
応
す

る
た
め
の
医
療
再
編
」に
つ
い
て
説
明
し
、

講
演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

災害医療・被災地医療に
ついて講演された
齊藤院長

　そ
し
て「
少
子
高
齢
化
や
医
療
の
地
域

格
差
な
ど
を
背
景
に
、幅
広
い
診
療
能
力

を
持
つ
総
合
診
療
医
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。診
療
範
囲
の
広
さ

と
バ
ラ
ン
ス
を
備
え
た
総
合
診
療
医
を
育

成
し
、医
療
を
通
じ
て
地
域
を
支
え
て
い

き
た
い
」と
結
ば
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、今
後
、様
々
な

環
境
の
変
化
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、本
日
御

決
定
い
た
だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ

き
、各
種
事
業
や
シ
ス
テ
ム
更
改
を
着

実
に
実
施
し
、保
険
者
の
共
同
体
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
連
合
会
を
目
指
し
て

参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
閉
会
の

あ
い
さ
つ
を
述
べ
、通
常
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　な
お
、議
決
事
項
は
、次
の
と
お
り

で
す
。



　国においては、「審査支払機能に関する改革工程表（以下「改革工程表」という。）」に基づき、国保中央
会及び支払基金との間で、審査基準等の統一やシステムの共同開発・共同利用などの取組を進めているほか、
令和 6 年 8月に「近未来健康活躍社会戦略」を公表し、その中で「医療・介護 DX の更なる推進」として、
　〇「全国医療情報プラットフォーム」の構築等（電子カルテ情報共有サービスの構築・普及、診療報酬改定
DX、介護情報基盤の構築、PMH（公費負担医療等の情報連携基盤）の推進等）
　〇医療等情報の二次利用の推進
　〇マイナ保険証の利用促進、生成 AI 等の医療分野への活用
などの取組をより実効的かつ一体的に進めることとしている。
　こうした中、本会においては、引き続き、審査支払業務を適正・確実に実施しつつ、全国の国保連合会及
び国保中央会と連携して、令和6年度に国保側で統一された審査基準と支払基金における基準との比較・検証
を行うなど、改革工程表に基づいた取組を進めていく。
　また、予防接種事務のデジタル化に向けた取組やマイナ保険証への切替えなど、国における医療・介護
DX の推進に対応するとともに、後期高齢者医療請求支払システム等のクラウド化を前提としたシステム更改に
も着実に対応していく。
　なお、中期経営計画（第3次）の最終年度に当たることから、目標達成に向け、各種事業に取り組むとともに、
令和 8 年度以降の運営方針を策定する。
　財政運営に当たっては、事業の課題や成果を検証し、継続的に見直しを行うとともに、デジタル化の推進や
コスト縮減に積極的に取り組み、効率的・効果的な事業実施に努める。また、各種システムのクラウド化に伴
う運用経費の増加に対応するため、積立金計画に基づき、積立て・充当するなど、安定的な運営を図る。

●基本方針

（1）医療費等の適正化の推進

●重点事業における強化項目

（3）システムの更改・クラウド化への対応

（2）保険者等支援の強化

（4）組織基盤の強化

令和6年度一般会計補正予算（第2号）

令和6年度診療報酬審査支払特別会計補正予算（第3号）

令和6年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計補正予算（第3号）

令和6年度介護保険事業関係業務特別会計補正予算（第2号）

令和6年度障害者総合支援法関係業務等特別会計補正予算（第2号）

議決事項

令和7年度広島県国民健康保険団体連合会事業計画

○総第13号議案

○総第14号議案

○総第15号議案

○総第16号議案

○総第17号議案

令和7年度事業計画について

令和7年度一般会計予算

令和7年度診療報酬審査支払特別会計予算

令和7年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計予算

令和7年度介護保険事業関係業務特別会計予算

令和7年度障害者総合支援法関係業務等特別会計予算

令和7年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計予算

令和7年度財産の処分について

令和7年度負担金及び手数料について

令和7年度事業計画・予算関係

令和6年度補正予算関係

○総第18号議案

○総第19号議案

○総第20号議案

○総第21号議案

○総第22号議案

○総第23号議案

○総第24号議案

○総第25号議案

○総第26号議案

ア 審査支払機関改革を踏まえた審査
支払業務の適正・確実な実施

ア 保険者共同処理事業の充実

ア 組織体制の整備と業務効率化の推進

イ 将来にわたり持続可能で
安定的な財政運営

イ 第三者行為求償事務の取組強化

ア 各種標準システムの更改への対応

イ セキュリティ対策の強化

ウ データヘルスの推進

エ 新たな業務への対応

（ア）
（イ）

改革工程表を踏まえた取組
審査業務の高度化への対応

（ア）
（イ）

データヘルス計画の評価及び策定の支援
国保データベース（KDB）システムの活用促進

（ア）
（イ）
（ウ）

効果的な組織体制の構築
人材の育成
業務プロセスの見直しとデジタル化の推進

（ア）
（イ）

予防接種事務のデジタル化に向けた取組
介護人材確保・職場環境改善事業等の
交付事業への対応

（ア）

（イ）

将来推計に基づく財源の確保と
コスト縮減への対応
基金・積立金の適正な管理・運用

（ア）
（イ）

業務のデジタル化による効率化の推進
システムを活用した保険者支援の充実

イ 効果的なレセプト点検事業の推進

ウ 介護給付等の適正化の推進

国保連合会事業報告
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　国においては、「審査支払機能に関する改革工程表（以下「改革工程表」という。）」に基づき、国保中央
会及び支払基金との間で、審査基準等の統一やシステムの共同開発・共同利用などの取組を進めているほか、
令和 6 年 8月に「近未来健康活躍社会戦略」を公表し、その中で「医療・介護 DX の更なる推進」として、
　〇「全国医療情報プラットフォーム」の構築等（電子カルテ情報共有サービスの構築・普及、診療報酬改定
DX、介護情報基盤の構築、PMH（公費負担医療等の情報連携基盤）の推進等）
　〇医療等情報の二次利用の推進
　〇マイナ保険証の利用促進、生成 AI 等の医療分野への活用
などの取組をより実効的かつ一体的に進めることとしている。
　こうした中、本会においては、引き続き、審査支払業務を適正・確実に実施しつつ、全国の国保連合会及
び国保中央会と連携して、令和6年度に国保側で統一された審査基準と支払基金における基準との比較・検証
を行うなど、改革工程表に基づいた取組を進めていく。
　また、予防接種事務のデジタル化に向けた取組やマイナ保険証への切替えなど、国における医療・介護
DX の推進に対応するとともに、後期高齢者医療請求支払システム等のクラウド化を前提としたシステム更改に
も着実に対応していく。
　なお、中期経営計画（第3次）の最終年度に当たることから、目標達成に向け、各種事業に取り組むとともに、
令和 8 年度以降の運営方針を策定する。
　財政運営に当たっては、事業の課題や成果を検証し、継続的に見直しを行うとともに、デジタル化の推進や
コスト縮減に積極的に取り組み、効率的・効果的な事業実施に努める。また、各種システムのクラウド化に伴
う運用経費の増加に対応するため、積立金計画に基づき、積立て・充当するなど、安定的な運営を図る。

●基本方針

（1）医療費等の適正化の推進

●重点事業における強化項目

（3）システムの更改・クラウド化への対応

（2）保険者等支援の強化

（4）組織基盤の強化

令和6年度一般会計補正予算（第2号）

令和6年度診療報酬審査支払特別会計補正予算（第3号）

令和6年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計補正予算（第3号）

令和6年度介護保険事業関係業務特別会計補正予算（第2号）

令和6年度障害者総合支援法関係業務等特別会計補正予算（第2号）

議決事項

令和7年度広島県国民健康保険団体連合会事業計画

○総第13号議案

○総第14号議案

○総第15号議案

○総第16号議案

○総第17号議案

令和7年度事業計画について

令和7年度一般会計予算

令和7年度診療報酬審査支払特別会計予算

令和7年度後期高齢者医療事業関係業務特別会計予算

令和7年度介護保険事業関係業務特別会計予算

令和7年度障害者総合支援法関係業務等特別会計予算

令和7年度特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計予算

令和7年度財産の処分について

令和7年度負担金及び手数料について

令和7年度事業計画・予算関係

令和6年度補正予算関係

○総第18号議案

○総第19号議案

○総第20号議案

○総第21号議案

○総第22号議案

○総第23号議案

○総第24号議案

○総第25号議案

○総第26号議案

ア 審査支払機関改革を踏まえた審査
支払業務の適正・確実な実施

ア 保険者共同処理事業の充実

ア 組織体制の整備と業務効率化の推進

イ 将来にわたり持続可能で
安定的な財政運営

イ 第三者行為求償事務の取組強化

ア 各種標準システムの更改への対応

イ セキュリティ対策の強化

ウ データヘルスの推進

エ 新たな業務への対応

（ア）
（イ）

改革工程表を踏まえた取組
審査業務の高度化への対応

（ア）
（イ）

データヘルス計画の評価及び策定の支援
国保データベース（KDB）システムの活用促進

（ア）
（イ）
（ウ）

効果的な組織体制の構築
人材の育成
業務プロセスの見直しとデジタル化の推進

（ア）
（イ）

予防接種事務のデジタル化に向けた取組
介護人材確保・職場環境改善事業等の
交付事業への対応

（ア）

（イ）

将来推計に基づく財源の確保と
コスト縮減への対応
基金・積立金の適正な管理・運用

（ア）
（イ）

業務のデジタル化による効率化の推進
システムを活用した保険者支援の充実

イ 効果的なレセプト点検事業の推進

ウ 介護給付等の適正化の推進

国保連合会事業報告
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広島大学医学部卒業。県立広島病院、広島総
合病院に勤務後、広島みなとクリニックを開
業。2021年～2024年、広島大学大学院医系科
学研究科睡眠医学講座（寄附講座講師、寄附
講座准教授）を経て、現職。

良質な睡眠は心身の休養のために欠かせません。
今回は、広島大学病院睡眠医療センターの熊谷元さんに
睡眠不足の影響や快眠のための習慣について伺いました。

睡
眠
障
害
に
は
ど
の
よ
う
な

種
類
が
あ
り
ま
す
か
？

健
や
か
な
眠
り
の
た
め
に

　睡
眠
障
害
と
は
、睡
眠
に
関

連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
の
総

称
で
す
。国
際
的
な
分
類
で
は
、以
下
の

七
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

不
眠
症
：「
寝
つ
き
が
悪
い
」「
眠
り
が
浅

く
、途
中
で
何
度
も
目
が
覚
め
る
」「
早
朝

に
目
が
覚
め
て
二
度
寝
が
で
き
な
い
」な

ど
の
症
状
が
慢
性
化
し
た
状
態
。

睡
眠
関
連
呼
吸
障
害
：
代
表
的
な
疾
患
と

し
て
、睡
眠
中
に
い
び
き
や
無
呼
吸
が
起
こ

る
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
が
あ
り
ま
す
。

中
枢
性
過
眠
症
：
日
中
に
耐
え
が
た
い

眠
気
に
襲
わ
れ
る
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

概
日
リ
ズ
ム
睡
眠
・
覚
醒
障
害
：
睡
眠

と
覚
醒
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
た
状
態
。

睡
眠
時
随
伴
症
：
睡
眠
中
に
寝
ぼ
け
た

よ
う
な
行
動
を
と
る
睡
眠
時
遊
行
症（
い

わ
ゆ
る
夢
遊
病
）な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

睡
眠
関
連
運
動
障
害
：
足
に
異
常
な
む

ず
む
ず
感
が
生
じ
る
む
ず
む
ず
脚
症
候

群
な
ど
。

そ
の
他
の
睡
眠
障
害

熊
谷 

元
さ
ん

教えてドクター！

健康

睡
眠
不
足
が
続
く
と
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
り
ま
す
か
。

　睡
眠
不
足
は
、心
身
の
不
調

を
引
き
起
こ
し
、健
康
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
精
神
面
：
気
分
が
不
安
定
に
な
っ
た

り
、憂
う
つ
な
状
態
が
長
期
間
続
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
面
：
免
疫
力
が
低
下
し
、風
邪

や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。ま
た
、慢
性
的
な
睡
眠
不
足
は
高

血
圧
、心
疾
患
、脳
卒
中
、糖
尿
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

家
族
か
ら

「
い
び
き
が
う
る
さ
い
」と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　家
族
や
知
人
か
ら
指
摘
さ

れ
る
ほ
ど
大
き
な
い
び
き
を

か
く
場
合
、睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
疾
患
で
は
、睡
眠
中
に
何
度
も
呼

吸
が
止
ま
り
、血
液
中
の
酸
素
濃
度
が
低

下
し
ま
す
。そ
の
た
び
に
脳
が
覚
醒
し
、

呼
吸
が
再
開
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
状
態
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
熟
睡
で
き
ず
、日

中
の
強
い
眠
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　重
症
の
場
合
、放
置
す
る
と
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
、生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

第4回
睡眠障害睡眠障害睡眠障害

睡眠の質を高める生活習慣

朝日を浴びる

夜
中
に
何
度
も

目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　年
齢
と
と
も
に
睡
眠
が
変

化
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で

す
。夜
中
に
目
が
覚
め
て
も
、翌
日
の

生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、頻
繁
な
中
途
覚
醒
の
原
因
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
た
め
、気
に
な

る
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

理
想
的
な
睡
眠
時
間
は

あ
り
ま
す
か
？

　一
般
的
に
7
〜
8
時
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、個
人
差
が

あ
り
ま
す
。短
時
間
の
睡
眠
で
十
分
な

人
も
い
れ
ば
、長
時
間
眠
ら
な
い
と
疲

れ
が
取
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

　ま
た
、「
寝
だ
め
」は
で
き
ま
せ
ん
。携

帯
電
話
の
充
電
の
よ
う
に
1
0
0
%
以

上
の
充
電
は
不
可
能
で
、一
度
に
大
量
に

眠
っ
て
も
効
果
は
持
続
し
ま
せ
ん
。さ
ら

に
、「
睡
眠
負
債
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま

す
が
、不
足
し
た
睡
眠
は
後
か
ら
あ
る
程

度
補
う
こ
と
は
で
き
て
も
、貯
金
の
よ
う

に
蓄
え
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　健
康
の
た
め
に
は
、毎
日
、自
分
に

合
っ
た
適
切
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
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さまざまな睡眠障害の推定有病者数

睡眠不足症候群
（6時間未満/日）
約4,700万人

（厚生労働省e-ヘルスネット、Benjafield AV. Lancet Respir Med. 2019;7:687-698、佐藤誠.日内会誌2020;109:1059-1065、
Inoue Y.Brain Nerve 2009;61:533-538、Ohta T, Nagoya J Med Sci. 1995;58:83-93、厚生労働省令和元年国民健康・栄養調査、鈴木圭輔.認知神経科学2015;17）

概日リズム睡眠・覚醒障害
（睡眠相後退症候群）

約50万人

睡眠時随伴症
（レム睡眠行動障害）

約60万人

過眠症
（ナルコレプシー）

約20万人

不眠症（慢性不眠症）
約1,200万人 睡眠関連運動障害

（むずむず脚症候群）
約300万人

睡眠時無呼吸症候群（OSA、AHI≧15/h）
約900万人

治療中
約50万人

　若者に多く見られる睡眠障害の一つに「ナルコレプ
シー」があります。これは、日中に強い眠気を感じ、突然
眠りに落ちてしまう過眠症の一種ですが、適切な治療を
受けることで充実した生活を送ることが可能です。しか
し、授業中や仕事中に突然眠ってしまうことがあるため、
周囲から「怠けている」と誤解されることがあります。
　患者さんが不必要な苦しみを抱えることなく安心して
暮らせるよう、「怠けではなく病気である」という認識を広
め、この疾患への理解を深めることが求められています。

「ナルコレプシー」への理解を

が
高
ま
り
ま
す
。特
に
30
〜
60
歳
代
の

男
性
に
多
く
、女
性
で
は
閉
経
後
に
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　大
き
な
い
び
き
や
日
中
の
強
い
眠
気
が

気
に
な
る
場
合
は
、専
門
医
や
内
科
を
受

診
し
、検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。自
宅
で
行
え
る
簡
易
検
査
も
あ

り
ま
す
が
、脳
波
な
ど
を
一
晩
に
わ
た
っ
て

測
定
す
る
精
密
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

起床時

朝日を浴びることで体内時計がリ
セットされ、夜の眠気がスムーズ
に訪れます。起きたらすぐにカー
テンを開けましょう。雨や曇りの
日でも照度は十分です。

朝ごはんを食べる
朝食をとると、胃腸が刺激され、
体が目覚めます。交感神経が活
性化し、夜のリラックス（副交感神
経優位）を促すため、快眠につな
がります。

寝室を暗くする

寝る前

明るい環境での睡眠は、質を低
下させます。就寝前は照明を落と
し、寝室を暗くしましょう。

悩まない
寝る前に悩みごとを考えると、交
感神経が優位になり、寝つきが悪
くなります。

お酒を飲まない
アルコールは寝つきを良くしま
すが、睡眠の後半で中途覚醒が
増え、全体の睡眠の質が低下し
ます。

スマホを見ない
スマートフォンやパソコンの画面
から発せられるブルーライトは、睡
眠ホルモンであるメラトニンの分
泌を抑制し、寝つきを悪くします。

広
島
大
学
病
院

睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
、診
療
准
教
授
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あ
り
ま
す
か
。

　睡
眠
不
足
は
、心
身
の
不
調

を
引
き
起
こ
し
、健
康
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
精
神
面
：
気
分
が
不
安
定
に
な
っ
た

り
、憂
う
つ
な
状
態
が
長
期
間
続
い
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
身
体
面
：
免
疫
力
が
低
下
し
、風
邪

や
感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま

す
。ま
た
、慢
性
的
な
睡
眠
不
足
は
高

血
圧
、心
疾
患
、脳
卒
中
、糖
尿
病
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
要
因
に
な
り
ま
す
。

家
族
か
ら

「
い
び
き
が
う
る
さ
い
」と

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　家
族
や
知
人
か
ら
指
摘
さ

れ
る
ほ
ど
大
き
な
い
び
き
を

か
く
場
合
、睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　こ
の
疾
患
で
は
、睡
眠
中
に
何
度
も
呼

吸
が
止
ま
り
、血
液
中
の
酸
素
濃
度
が
低

下
し
ま
す
。そ
の
た
び
に
脳
が
覚
醒
し
、

呼
吸
が
再
開
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
状
態
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
熟
睡
で
き
ず
、日

中
の
強
い
眠
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　重
症
の
場
合
、放
置
す
る
と
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
、生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

第4回
睡眠障害睡眠障害睡眠障害

睡眠の質を高める生活習慣

朝日を浴びる

夜
中
に
何
度
も

目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　年
齢
と
と
も
に
睡
眠
が
変

化
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で

す
。夜
中
に
目
が
覚
め
て
も
、翌
日
の

生
活
に
支
障
が
な
け
れ
ば
過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、頻
繁
な
中
途
覚
醒
の
原
因
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
た
め
、気
に
な

る
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

理
想
的
な
睡
眠
時
間
は

あ
り
ま
す
か
？

　一
般
的
に
7
〜
8
時
間
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、個
人
差
が

あ
り
ま
す
。短
時
間
の
睡
眠
で
十
分
な

人
も
い
れ
ば
、長
時
間
眠
ら
な
い
と
疲

れ
が
取
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。

　ま
た
、「
寝
だ
め
」は
で
き
ま
せ
ん
。携

帯
電
話
の
充
電
の
よ
う
に
1
0
0
%
以

上
の
充
電
は
不
可
能
で
、一
度
に
大
量
に

眠
っ
て
も
効
果
は
持
続
し
ま
せ
ん
。さ
ら

に
、「
睡
眠
負
債
」と
い
う
概
念
が
あ
り
ま

す
が
、不
足
し
た
睡
眠
は
後
か
ら
あ
る
程

度
補
う
こ
と
は
で
き
て
も
、貯
金
の
よ
う

に
蓄
え
て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　健
康
の
た
め
に
は
、毎
日
、自
分
に

合
っ
た
適
切
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

910 ひろしまの国保 No. 827 ひろしまの国保 No. 827

さまざまな睡眠障害の推定有病者数

睡眠不足症候群
（6時間未満/日）
約4,700万人

（厚生労働省e-ヘルスネット、Benjafield AV. Lancet Respir Med. 2019;7:687-698、佐藤誠.日内会誌2020;109:1059-1065、
Inoue Y.Brain Nerve 2009;61:533-538、Ohta T, Nagoya J Med Sci. 1995;58:83-93、厚生労働省令和元年国民健康・栄養調査、鈴木圭輔.認知神経科学2015;17）

概日リズム睡眠・覚醒障害
（睡眠相後退症候群）

約50万人

睡眠時随伴症
（レム睡眠行動障害）

約60万人

過眠症
（ナルコレプシー）

約20万人

不眠症（慢性不眠症）
約1,200万人 睡眠関連運動障害

（むずむず脚症候群）
約300万人

睡眠時無呼吸症候群（OSA、AHI≧15/h）
約900万人

治療中
約50万人

　若者に多く見られる睡眠障害の一つに「ナルコレプ
シー」があります。これは、日中に強い眠気を感じ、突然
眠りに落ちてしまう過眠症の一種ですが、適切な治療を
受けることで充実した生活を送ることが可能です。しか
し、授業中や仕事中に突然眠ってしまうことがあるため、
周囲から「怠けている」と誤解されることがあります。
　患者さんが不必要な苦しみを抱えることなく安心して
暮らせるよう、「怠けではなく病気である」という認識を広
め、この疾患への理解を深めることが求められています。

「ナルコレプシー」への理解を

が
高
ま
り
ま
す
。特
に
30
〜
60
歳
代
の

男
性
に
多
く
、女
性
で
は
閉
経
後
に
発

症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　大
き
な
い
び
き
や
日
中
の
強
い
眠
気
が

気
に
な
る
場
合
は
、専
門
医
や
内
科
を
受

診
し
、検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。自
宅
で
行
え
る
簡
易
検
査
も
あ

り
ま
す
が
、脳
波
な
ど
を
一
晩
に
わ
た
っ
て

測
定
す
る
精
密
検
査
で
確
定
診
断
を
受
け

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

起床時

朝日を浴びることで体内時計がリ
セットされ、夜の眠気がスムーズ
に訪れます。起きたらすぐにカー
テンを開けましょう。雨や曇りの
日でも照度は十分です。

朝ごはんを食べる
朝食をとると、胃腸が刺激され、
体が目覚めます。交感神経が活
性化し、夜のリラックス（副交感神
経優位）を促すため、快眠につな
がります。

寝室を暗くする

寝る前

明るい環境での睡眠は、質を低
下させます。就寝前は照明を落と
し、寝室を暗くしましょう。

悩まない
寝る前に悩みごとを考えると、交
感神経が優位になり、寝つきが悪
くなります。

お酒を飲まない
アルコールは寝つきを良くしま
すが、睡眠の後半で中途覚醒が
増え、全体の睡眠の質が低下し
ます。

スマホを見ない
スマートフォンやパソコンの画面
から発せられるブルーライトは、睡
眠ホルモンであるメラトニンの分
泌を抑制し、寝つきを悪くします。

広
島
大
学
病
院

睡
眠
医
療
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長
、診
療
准
教
授



肩甲骨
周りの体操

10回    1セット
広島都市学園大学

健康科学部 リハビリテーション学科
助教 中川 敬汰さん

広島都市学園大学
健康科学部 リハビリテーション学科
助教 中川 敬汰さん

！運動しよう

肩甲骨を動かして
血流をよくすることで、
肩こりを予防します。

第 4 回

両腕を伸ばして胸の
前で組み、息を吸う。

息を吐きながら、腕を前に
して背中を丸める。

息を吸いながら、元の
状態に戻す。 　

ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア

と
、緑
豊
か
な
憩
い
の
空
間
が
近
接
し

て
い
る
の
が
広
島
市
中
心
部
の
特
徴
で

す
。2
0
2
3
年
に
は
旧
広
島
市
民
球

場
跡
地
に「
ひ
ろ
し
ま
ゲ
ー
ト
パ
ー
ク
」、

2
0
2
4
年
に
は「
エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス

ウ
イ
ン
グ
広
島
」と「
ひ
ろ
し
ま
ス
タ
ジ

ア
ム
パ
ー
ク
」が
誕
生
。い
ず
れ
も
公
園

に
飲
食
店
や
小
売
店
が
整
備
さ
れ
、憩

い
の
空
間
と
し
て
市
民
は
も
ち
ろ
ん
観

光
客
に
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。上
記
の

「
広
島
の
新
名
所
発
見
コ
ー
ス
」を
歩
く

と
、春
は
桜
を
愛
で
な
が
ら
広
島
の
新

名
所
を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

　
広
島
市
で
は
こ
の
他
に
も
魅
力
的
な
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
策
定
し
て
い
ま

す
。例
え
ば「
中
区
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
M
A
P
」に
は
、太
田
川
河
畔
の

花
や
緑
、自
然
な
ど
を
網
羅
し
た
8
つ
の

コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。ま
た「
西
国
街
道

散
策
マ
ッ
プ
」で
は
、江
戸
時
代
の
山
陽
道

を
歩
き
、歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
ま
す
。

広
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、四
季

折
々
の
広
島
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

桜
と
新
名
所
を
堪
能

雲庭6

のり養殖が盛んな
広島市中

区江波地区の郷土
料理。忙

しい漁師が、船の
上で食べ

ていたのり巻きが
原点。焼

きのりを使い、具
は広島菜

漬けとかつおぶし、
ごま、しょ

うゆ。ご飯は酢飯
ではなく、

普通のごはんを使い
ます。

江波巻きまち自慢

グルメ

1112 ひろしまの国保 No. 827 ひろしまの国保 No. 827

もちもちした皮の水餃子と台湾風ルーロー
ハンがセットになった定食が大人気。水餃
子は店頭の自動販売機でも購入可能。

旬のフルーツをジュースやパフェ、
クレープなどで満喫できるテイク
アウト専門店。芝生ひろばでのん
びり味わって。

DOUBLE FLAT Hiropa! 店3

　 11：00～19：00
　  ※日曜・祝日は18：00まで
　 水曜・第3日曜
　 082-502-7667

営

休 
問

　 11：00～17：00
　 （季節により変動あり）
　 不定休　　 082-909-2313

営

休 問

　 9：00～21:00（受付は20:00まで）
　 施設メンテナンスのため臨時休館あり
　 082-228-1111

営
休 
問

ひろしまゲートパーク5

旧広島市民球場跡地に整備され
た公園。座る場所が多数あり、園
内の飲食店で軽食やドリンクを
買って休憩できます。
　 082-962-3789
　 （10：00～17:00）
問

広島県立総合体育館 健康・体力サポートセンター4

体力測定や体組成・骨密度測定、姿
勢チェックなどが可能。健康・体力
づくりにまずは自分の身体を知る
機会としてぜひ！

フレーム、レンズの品ぞろえが豊
富なサングラスと眼鏡の専門店。
機能性にこだわるアスリートも多
数来店しています。

グラシーズ白島1

©S.FC

エディオンピースウイング広島2

2024年に開業したサンフレッ
チェ広島のホームスタジアム。「開
放エリア」は試合・イベント開催日
以外は見学可能です。
　 082-512-1025問

いざ出発！ 

広島市
第 4 回

183

54

憩いの空間が点在する
「広島の新名所発見コース」

平和記念公園
春は桜やチューリップなどが咲き
誇り、平和を祈る世界中の人たち
を癒やしています。

広島城三の丸
この春、商業施設がオープン。お
好み焼きやうなぎ料理、お抹茶、
ミニ弓道が楽しめる空間に。こだ
わりのお土産もそろいます。

ひろ輝
地産地消にこだわるお好み焼き
店。辛いものが好きな方は「三次
唐麺焼」をぜひ。

本願寺 広島別院
浄土真宗本願寺派の伝道拠点。
境内のソテツは、被爆樹木として
広島市に登録されています。

距離：約8km　所要時間：2.5時間
広島の新名所発見コース

トイレ お土産
※コースタイムには若干の休憩時間も含まれています。
※歩行の際はお車にご注意ください。

グラシーズ
白島

エディオン
ピースウイング広島

川沿いの桜

DOUBLE FLAT 
Hiropa! 店

広島県立総合体育館 
健康・体力サポートセンター

ひろしまゲートパーク
雲庭

1

2
3

4

56

スタート

ゴール

こふじもち
四季折々の手作り和菓子でコーヒータイム
はいかが。夏季限定のかき氷も好評。

　 11：00～17：00　　　月曜営 休 

広島高速3号線

広島高速4号線

広島駅

西広島駅

新白島駅

天神川駅

横川駅
山陽新幹線

山陽本線
2

仁保JCT

新白島駅

横川駅

広島電鉄

山陽本線

山陽新幹線

今号の
表紙スポット

LET'S 
GO!

本川

広島の新名所
発見コース

中国新聞社

※有料・予約制
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旧広島市民球場跡地に整備され
た公園。座る場所が多数あり、園
内の飲食店で軽食やドリンクを
買って休憩できます。
　 082-962-3789
　 （10：00～17:00）
問

広島県立総合体育館 健康・体力サポートセンター4

体力測定や体組成・骨密度測定、姿
勢チェックなどが可能。健康・体力
づくりにまずは自分の身体を知る
機会としてぜひ！

フレーム、レンズの品ぞろえが豊
富なサングラスと眼鏡の専門店。
機能性にこだわるアスリートも多
数来店しています。

グラシーズ白島1

©S.FC

エディオンピースウイング広島2

2024年に開業したサンフレッ
チェ広島のホームスタジアム。「開
放エリア」は試合・イベント開催日
以外は見学可能です。
　 082-512-1025問

いざ出発！ 

広島市
第 4 回

183

54

憩いの空間が点在する
「広島の新名所発見コース」

平和記念公園
春は桜やチューリップなどが咲き
誇り、平和を祈る世界中の人たち
を癒やしています。

広島城三の丸
この春、商業施設がオープン。お
好み焼きやうなぎ料理、お抹茶、
ミニ弓道が楽しめる空間に。こだ
わりのお土産もそろいます。

ひろ輝
地産地消にこだわるお好み焼き
店。辛いものが好きな方は「三次
唐麺焼」をぜひ。

本願寺 広島別院
浄土真宗本願寺派の伝道拠点。
境内のソテツは、被爆樹木として
広島市に登録されています。

距離：約8km　所要時間：2.5時間
広島の新名所発見コース

トイレ お土産
※コースタイムには若干の休憩時間も含まれています。
※歩行の際はお車にご注意ください。

グラシーズ
白島

エディオン
ピースウイング広島

川沿いの桜

DOUBLE FLAT 
Hiropa! 店

広島県立総合体育館 
健康・体力サポートセンター

ひろしまゲートパーク
雲庭

1

2
3

4

56

スタート

ゴール

こふじもち
四季折々の手作り和菓子でコーヒータイム
はいかが。夏季限定のかき氷も好評。

　 11：00～17：00　　　月曜営 休 

広島高速3号線

広島高速4号線

広島駅

西広島駅

新白島駅

天神川駅

横川駅
山陽新幹線

山陽本線
2

仁保JCT

新白島駅

横川駅

広島電鉄

山陽本線

山陽新幹線

今号の
表紙スポット

LET'S 
GO!

本川

広島の新名所
発見コース

中国新聞社

※有料・予約制
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国保連合会の主な行事予定 令和7年 4~6月

実施状況 〈令和6年12月16日～令和7年3月15日〉

【広島県市町村保健活動協議会】監事会
柔道整復療養費審査委員会・合議
【広島県在宅保健福祉活動者の会】第1回理事会
国保診療報酬審査委員会・合議
徴収事務初任者研修（ウェブ開催）
介護給付費等審査委員会・合議
【中国地方国保診療施設協議会】協議会・監事会・歯科保健部会・歯科保健研修会
国保診療報酬審査委員会・合議
【広島県国保診療施設協議会】第1回看護管理者研修会
柔道整復療養費審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議
【広島県市町村保健活動協議会】総会（書面開催）、第1回理事会、保健師部会役員会、栄養士部会役員会
第三者行為求償事務研修会（基礎編）
第1回保健事業支援・評価委員会（ウェブ開催）
徴収職員実務研修（納税義務の承継）（ハイブリッド開催）
【広島県国保診療施設協議会】第1回地域医療・学術部会（ウェブ開催）
【広島県在宅保健福祉活動者の会】総会・第1回研修会
柔道整復療養費審査委員会・合議
国保診療報酬審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議
【広島県市町村保健活動協議会】第1回保健師部会研修会、第2回保健師部会役員会
第三者行為求償事務研修会（介護編）
【広島県国保診療施設協議会】監事会
【広島県保険者協議会】監事会

国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
－

国保会館
山口市
国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
－

国保会館
－

国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
国保会館
－

国保会館

ケアプラン点検支援事業（北広島町）（ウェブ開催）

第2回理事会

KDBシステムに係る個別支援

【広島県保険者協議会】第2回保険者協議会（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（大崎上島町）（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（東広島市）（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】第2回事務長研修会（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（大竹市、安芸太田町）（ウェブ開催）

KDBシステムに係る個別支援（5回）

【広島県国保診療施設協議会】介護保険制度及び
看護・介護・地域リハビリテーション合同研修会（ウェブ開催）

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第3回理事会

【広島県市町村保健活動協議会】第5回保健師部会役員会、
第4回栄養士部会役員会、第2回理事会

ケアプラン点検支援事業（三次市）（ウェブ開催）

第三者行為求償事務研修会（応用編）（ウェブ開催）

介護サービス苦情処理委員会

【広島県保険者協議会】第3回専門部会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】総務企画委員会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】第3回看護管理者研修会（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（熊野町）（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（府中市）（ウェブ開催）

第三者行為求償事務の取組強化に向けた国保担当課長研修

12月16日（月）

12月17日（火）

12月18日（水）

12月19日（木）

12月20日（金）

12月24日（火）

1月17日（金）～30日（木）

  1月18日（土）

  1月20日（月）

  1月21日（火）

  1月22日（水）

  1月23日（木）

  1月24日（金）

  1月27日（月）

  1月28日（火）

  1月29日（水）

  1月30日（木）

―

国保会館

竹原市、三原市

―

―

―

―

―

広島市

―

国保会館

国保会館

―

―

国保会館

―

―

―

―

―

国保会館

1月31日（金）

2月  4日（火）

2月  6日（木）

2月  7日（金）

2月14日（金）

2月19日（水）

2月20日（木）

2月25日（火）

2月26日（水）

3月  3日（月）

3月  4日（火）

3月  6日（木）

3月10日（月）

3月12日（水）

ケアプラン点検支援事業（神石高原町）（ウェブ開催）

【広島県保険者協議会】第3回協議会（ウェブ開催）

KDBシステムに係る個別支援

ケアプラン点検支援事業（坂町）（ウェブ開催）

第3回国保担当課長会議（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（北広島町）（ウェブ開催）

KDBシステムに係る個別支援

第3回理事会

第三者行為求償事務巡回相談（尾道市）

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第1回地区活動支援連絡会議

【広島県国保診療施設協議会】通常総会（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】医師等確保対策研究協議会（ウェブ開催）

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第2回研修会

令和7年通常総会

【広島県市町村保健活動協議会】第6回保健師部会役員会、
第5回栄養士部会役員会、第3回理事会

【広島県国保診療施設協議会】第2回地域医療・学術部会
及び施設運営部会合同部会（ウェブ開催）

第5回保健事業支援・評価委員会（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（竹原市）（ウェブ開催）

介護サービス苦情処理委員会

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第2回地区活動推進専門部会

ケアプラン点検支援事業（安芸太田町）（ウェブ開催）

―

―

尾道市、世羅町

―

―

―

海田町、坂町

国保会館

尾道市

広島市東区

―

―

福山市

国保会館

国保会館

―

―

―

国保会館

国保会館

―

4月  4日（金）

4月17日（木）

4月17日（木）～21日（月）
4月21日（月）・22日（火）
4月22日（火）
4月25日（金）
5月17日（土）～21日（水）
5月20日（火）
5月22日（木）
5月23日（金）
5月29日（木）

5月下旬

6月  6日（金）
6月中旬
6月11日（水）
6月19日（木）
6月19日（木）～23日（月）
6月24日（火）
6月30日（月）

6月下旬



　まだまだ冬コートが手放せない日が続きますが、ふとした瞬間に「春はすぐそこだな」と感じること
が増えてきましたね。
　本号の「うきうきWALK」では広島市を取り上げています。広島市中心部はここ数年で続々と新名所
が誕生しています。令和5年3月には「HIROSHIMA GATE PARK」、令和6年2月には「EDION PEACE 
WING HIROSHIMA」、そして今年3月には、広島駅の新ビル「minamoa（ミナモア）」がオープンします。
　この「ミナモア」は、「水の都ひろしま」の川の水面のゆらめきや瀬戸内の海の水面のきらめきを表
す「ミナモ（水面）」と、みんなという意味の「ミナ」に、もっとという意味の「モア」を組み合わせて
名づけられたそうです。とても素敵な名称ですね。
　春の訪れを感じると、なんだか新しいことに挑戦したくなる気持ちが湧いてきます。私もずっと気に
なっていたピラティスに挑戦してみようと思っています。体を動かしてリフレッシュしながら、心も体も
すっきり整えられたらいいなと、ワクワクしています。（ぬ）

髙橋真理子 さん

齊藤稔哲 さん

熊谷元 さん

中川敬汰 さん

一般社団法人UMEプロジェクト 代表理事

気仙沼市立病院附属本吉医院 院長

広島大学病院睡眠医療センター 副センター長

広島都市学園大学 健康科学部 リハビリテーション学科 助教

20252025
827No.

地域全体でつくる、
子どもと多世代の居場所

Special Thanks
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令和7年3月25日発行（季刊）
2025.SPRING No.827 バックナンバーも

ご覧になれます
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市内中心部を6本の川が流れ、川辺
は市民の憩いの場になっています。
桜の木々も多く、春になるとピンク
色の回廊が出現。ピクニックにも最
適のスポットです。

広島市

ひろしまの国保 No. 827 ひろしまの国保 No. 827

2 広島わがまち発信隊 04
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広島県国保診療施設協議会事業報告
令和6年度介護保険制度及び看護・介護・地域リハビリテーション合同研修会

国保連合会事業報告
令和7年通常総会

報
告

今月号の取材にご協力いただいた方
及び関係機関（順不同）

Special Thanks

国保連合会の主な行事予定
令和7年 4～6月
実施状況
令和6年12月16日～令和7年3月15日

いざ出発！うきうきWALK

第4回 睡眠障害

第4回 広島市

教えてドクター！健康Q&A

13

14

11

9連
載

憩いの空間が点在する
「広島の新名所発見コース」

今月の表紙  

編集後記

ご協力ありがとうございました。

北広島町雄鹿原診療所 所長
広島大学病院総合診療医センター センター長 東條環樹 さん
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見逃した号も！
もう一度読みたい記事も！
こちらからご覧いただけます。

医療費の動き、介護給付費の動き等の
統計情報を掲載しています。

本会ホームページはこちらから！ ホームページアドレス
https://www.hiroshima-kokuhoren.or.jp/

本会ホームページでは、保険者・被保険者・保険医療機関・事業所等に向け、
制度や請求事務、健康づくりに関することなど、幅広い情報を提供しています。

レセプト等の受付日程や請求に関する
各種様式などを掲載しています。

検索広島　国保
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